
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１０

基盤研究(C)（一般）

2015～2011

伝達言語の認知語用論的研究：対話における発話構築と認知のメカニズム

Cognitive Pragmatic Approach to Reporting Discourse: Utterance Construction and 
Cognition

１０３２９９５６研究者番号：

崎田　智子（Sakita, Tomoko）

同志社大学・グローバル地域文化学部・准教授

研究期間：

２３５２０４７８

平成 年 月 日現在２８   ６   ８

円     4,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、日常言語の対話的かつ伝達的な本質を、談話情報理論、社会的相互行為理論、
認知言語学の多角的視座を統合した認知語用論のアプローチで分析することにより、伝達言語の発話構築メカニズムと
認知的背景、特に、伝達に関わる文法構造、談話情報構造、認知システム、構築プロセス等の解明を試みた。　相互行
為の中で文構造を説明する対話統語論に、カテゴリー化、スキーマ化、拡張等の話者の認知能力の側面を統合すること
で、実際の言語運用における伝達に関わる言語事象を詳細に分析した。

研究成果の概要（英文）：This study explored the dialogic and reflexive nature of language by using the 
cognitive pragmatic approach. By expanding the theory of dialogic syntax, the study contributed to 
clarifying the connection between syntactic, dialogic, and cognitive aspects of language. It particularly 
investigated the speech construction mechanism and its cognitive background, with special attention to 
the grammatical structure, discourse organization, social interaction, information processing, and 
utterance construction process. It has shown that linguistic forms develop in the dialogic process that 
is deeply anchored in speakers’ ability of categorizations, concepts of grammatical equivalences, 
knowledge of grammatical constructions, and grasp of linguistic conventions.

研究分野： 認知語用論
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１．研究開始当初の背景 
 
 伝統的統語論においては記号と記号との
間の構造上の関係を単一の文内で分析して
きた。これに対してVoloshinov ([1929]1986)
や Bakhtin ([1952-53]1986)らに始まる言語
と思考の対話性に基づく対話統語論(Du Bois 
2014)においては、文と文との間の構造上の
関係に焦点を当てることで、ある構造と別の
話者によって産み出された既存の構造との
間の写像関係を見いだす。 
 本研究開始に先立って﨑田は、この対話統
語論のアプローチに認知言語学的視点を組
み入れて、日常言語における平行性(Sakita 
2006)や話者間の提携(Sakita 2008)に関わる
言語現象を探究していた。当時は談話と認知
の視点を統合した認知語用論(山梨 2009)の
重要性が唱えられ、その理論化が待望されて
おり、その一端を担っていた。一方で、伝達
話法は古くより言語の対話性を最も顕著に
反映するものとして関心を集めていた
(Voloshinov [1929]1986; Sakita 2002; 
Tannen 1989)。そのような中で、新しい認知
語用論の枠組み内に対話統語論と認知言語
学を統合した新しいアプローチを構築し、こ
れを用いて伝達に関わる文法事象が創発す
るメカニズムを解明しようとする本研究を
着想するに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、談話と認知を統合して言語運用
を研究する新しい認知語用論のアプローチ
により、伝達言語の発話構築メカニズムと認
知的背景を解明するものである。 
 認知語用論は、もともと関連性理論
(Sperber and Wilson 1986)が中心となって
台頭してきたが、言語運用のダイナミックス
を認知的視点で解明するためには話し言葉
を中心とする生きた談話や情報の流れの視
点を付加することが不可欠であり、その核と
して談話言語学と認知言語学の統合的アプ
ローチを理論化することが肝要である(e.g., 
Langacker 2001; Levinson 2006; Schegloff 
2006; 山梨 2009)。 
 認知と談話のインターフェースを探求す
るために、本研究では、対話統語論(Du Bois 
2001)を基盤としスキーマを軸にしたダイア
グラフを用いて発話の構築メカニズムを分
析することによって、同時にその背景にある
話者の認知能力へアクセスするアプローチ
を構築することを目指した。これにより、相
互行為の中で文構造を説明する対話統語論
に、カテゴリー化、スキーマ化、拡張等の話
者の認知能力の側面(Langacker 2008)を統合

し、伝達に関わる言語事象が対話の中で創発、
構築されるプロセスとそれを可能にする認
知的背景とを体系的に解明することを目的
とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 対話における伝達言語の発話構築と認知
のメカニズムを認知語用論の見地から詳細
に分析するため、様々なレベルの人間関係と
場面設定を含んだ自然言語データを収集し、
談話分析及び定量分析を行い、ダイアグラフ
により認知プロセスとともに詳細に分析記
述した。 
 談話の流れに沿って対話の展開の中でそ
れぞれの発話が構築されるメカニズムを分
析したが、発話構築の基盤となる響鳴と重要
な要因であるスタンスの作用を分析するた
め、収集データの中で順に以下の文脈を抽出
しながら分析を進めた。 
 
（１）日常会話の相互作用一般 
（２）伝達話法 
（３）会話における譲歩 
（４）ナラティブ 
 
日常会話だけでなく、従来対話とは別形態と
されてきた独話や語りにおける発話産出ま
でを含んでいる。また、特に談話標識に焦点
を当てた。 
 データ分析手法に関しては、特に以下の点
に関して検討を重ね、研究協力者からのフィ
ードバックを取り入れつつ、分析に適用した。 
 
（１）様々な文脈における対話の展開をダイ

アグラフ表記する方法 
（２）それぞれのダイアグラフに応じたスタ

ンストライアングル分析による表示法 
（３）自然言語データにおけるスタンスのタ

グ付け方法 
 
 また、対話の相互作用と響鳴のマッピング
を、認知言語学における現行談話スペース
(CDS)モデルによって示唆される焦点移動の
連鎖や拡張として位置づけることで談話の
一貫性や認知背景を説明するため、スキーマ
化と拡張による発話の連鎖を図式化した。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、日常言語の対話的かつ伝達的
な本質を、談話情報理論、社会的相互行為理
論、認知言語学の多角的視座を統合した認知
語用論のアプローチで分析することにより、
伝達言語の発話構築メカニズムと認知的背
景、特に、伝達に関わる文法構造、談話情報



構造、認知システム、構築プロセス等の解明
を試みた。得られた成果のうち特に重要なも
のを以下に挙げる。 
 
 まず第一に、対話における発話構築のメカ
ニズムを探究するため、（１）日常の対話を
通して話者が語彙と文法に関わる知識を組
織化、再組織化、再文脈化するメカニズムを
観察した。特に、対話の中で話者が響鳴を通
して新たな言語表現を構築するメカニズム
を明らかにした。（２）対話統語論のアプロ
ーチを主軸に、スタンス理論(Du Bois 2007)
に基づいて、会話の流れの中で参与者それぞ
れの自己の位置づけ、客体への評価、参与者
間の協定関係に焦点を当て、スタンスが様々
なレベルで言語に表明されるメカニズムを
分析した。特に、スタンス表出に関わる様々
な言語表現に加えて、これらを調整する重要
な役割を果たすメタ・スタンス標識の存在を
指摘し、その特徴を明らかにした。（３）自
然言語データの観察に基づき、スタンスのタ
イプ、推移、影響、共起表現等を整理した上
でメタ・スタンス標識の機能分類を行った。 
 
 第二に、主体の認知能力を基盤にして、対
話の参与者の間主観性に基づき発話間の相
互作用の中で特に響鳴を通して発話が動的
に拡張されながら対話が進行していくメカ
ニズムを探求した。この中で発話産出に関わ
る以下の特徴が明らかになった。 
 
（１）先行する複数の発話に部分ごとにか
つ複合的に響鳴し、その連鎖の中で発話が
構築され対話が進行する。 
（２）響鳴は、意図、状況、スタンスの差
等を反映して、繰り返し、変形、代入、言
い換え等を通して実現されるが、心的表象
として共有されるダイアグラフ上のシン
タグマティック・パラディグマティックな
構造が基盤となっており、さらに、ネット
ワークに基づきカテゴリー化や拡張等が
重要な役割を果たす。 
（３）響鳴は発話間の意味の関係性に関わ
らず、話者間の相互作用的提携を保持・強
化する。 
（４）響鳴は再文脈化のプロセスであり、
脱文脈化、再配置、再焦点化を通して元の
意味や目的に何らかの変化を生み出しな
がら再文脈化が行われる。 
（５）響鳴の中で変化と対比が生じる中で
一部が対話的不一致として前景化される。 
（６）響鳴は別々の話者の発話間に限らず、
同一話者の一連の発話間でも生じる。 

 
この結果、対話における発話構築のプロセス
は、常に対話性を基盤にし、話者間の間主観
性を反映し、カテゴリー化の能力による拡張、
意味の連鎖による拡張、前景化・背景化等の
主体の認知能力に基づくものであることが
明らかになった。 

 
 第三に、談話や対話に現れる様々なシフト
を発話者の自己の位置づけの観点から探究
した。特に（１）会話における語りに注目し、
footing、ナラティブレベル、ナラティブ構
造、主観的・客観的事態把握、トピック推移、
意図、前発話者との分岐、事態への関与のそ
れぞれのシフトが、スタンスにおける自己の
位置づけと深く関わることを調べた。（２）
これらのシフトにおいて談話標識がスタン
ス標識として対人関係的機能を果たすこと
を明らかにした。また、（３）語りにおける
スタンス関係とその推移を図式化し、スタン
ス標識がスタンス関係を調整するプロセス
を示した。さらに、（４）従来対話を中心と
してきた対話統語論の枠組みを拡張し、モノ
グラフ的語りの詳細をダイアグラフに表示
することで、語り手や語り内の各発話者の言
語的特徴やスタンス推移を響鳴と差異の観
点から分析することを試み、さらに混在する
スタンスをレベル化した。 
 
 最後に、対話の展開及び発話の創発には参
与者間の共有認知が深く関与しており、その
上でスキーマ化や拡張等の認知能力に支え
られたマッピングが重要な機能を果たすこ
とを明らかにした。特に、（１）響鳴とスタ
ンスとの関係を明確にし、スタンスの微妙な
差異または推移が、多様な響鳴の枠組みの中
に、語順、主語、態、トピック化、反復、語
彙連結、代入、談話標識等を通して組み込ま
れ表現される様子を実証的に示した。（２）
対話の展開における響鳴のマッピングを焦
点移動の連鎖や拡張として位置づけること
で談話の一貫性や認知背景を説明するため、
スキーマ化と拡張による発話の連鎖を明ら
かにした。（３）従来対話とは別形態とされ
てきた独話や語りにおける発話産出に関し
ても、言語と思考の対話性を基盤にして発話
プランニングと間主観性の概念を取り入れ
ることで響鳴とスタンスが重要な役割を担
うことを明らかにした。 
 
 以上のように、本研究では認知言語学の
パラダイムに対話統語論の分析手法を組み
合わせることで、発話構築と対話展開のメ
カニズムにアプローチした。言語伝達のダ
イナミックな本質、発話創発のメカニズム、
その基盤となる認知のメカニズムの解明の
ためには、本研究で提起した認知語用論の
さらなる進展が期待される。 
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